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ニュース

 電気自動車（ＥＶ）と未来の交通システムをテーマにしたシン

ポジウム「京都研究会〜２０２０年の都市交通」が28日、京都市

左京区の市国際交流会館で開かれた。 

 日産自動車の寺本正彦シニアエンジニアは、同社製ＥＶ「リー

フ」を開発した背景を交えてＥＶの可能性を紹介。「自動車の走

行時間は１日のうち１・５時間程度。スマートグリッド（次世代送

電網）の中にＥＶを位置付け、駐車中のＥＶを電気の貯蔵に使

うことで限られたエネルギーの効率利用ができる」とした。 

 太陽光パネルと電気自動車を組み合わせれば、１家庭の電

力消費量を賄うことも可能だが、充電池の劣化を防ぐ充放電

制御技術などが必要と強調。「エネルギーの有効利用に向け、行政や自動車メーカー、ＮＰ

Ｏなど社会のあらゆる領域から貢献できることは多い」と述べた。 

 研究会は、情報通信技術を活用し、持続可能な社会づくりに向けた活動を続けるＮＰＯ法

人「日本サスティナブル・コミュニティ・センター」（京都市上京区）が開催。市民や研究者たち

約50人が参加した。 

ＥＶＥＶＥＶＥＶのののの可能性探可能性探可能性探可能性探るるるる    左京左京左京左京でシンポでシンポでシンポでシンポ、技術者、技術者、技術者、技術者らがらがらがらが紹介紹介紹介紹介
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